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　8月2日社会福祉会館において、初の試みである“子
ども食堂”が開催された。その発起人である青木真由美
さんにお話を伺った。「うちは4人の子どもがいて、兄弟
がうまく遊びながら夏休みを過ごしているけれど、そう
ではないお子さんもたくさんいるのが現状です。まだ、
学童保育に通える子はいいけれど、行けない子であっ
たり、行きたくない子どもたちは独りぼっちで食事をし
ています。そんな様子を見ていて、なんとかしたいという

思いが今回の開催へと繋がりました。」青木さんは、今
後も開催を続けていけるよう、支援者へ協力を呼びかけ
ているとのこと。
　一方でいじめなど、子どもたちが相談もできず、一人
で抱え込んでいる深刻な問題もあり、今こそ、まさに地
域で支え合うような社会づくり、あらゆる行政機関など
との連携が求められている。
　　　　　　　　　  （撮影：千葉 格/取材：宮崎 弘美）

問合先募集人数等内　容　等場　　所日時・回数依頼者（依頼団体）

ボランティア募集 新たな出会いや体験が
あなたを待っているよ。
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く
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組
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つ
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次
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。
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き
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り
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々
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松
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は
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つ
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の

農
村
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事
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味
わ
っ
て
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る
よ
う
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タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
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た
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だ
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さ
か
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域
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中
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大
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に
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っ
て
行
事
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担
っ
て
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る
。子

ど
も
た
ち
が
松
明
を
持
て
ば
、そ
の
周

り
で
大
人
た
ち
が
声
を
か
け
、一
緒
に

歩
く
。地
域
に
根
ざ
し
た
伝
統
行
事
を

継
続
し
て
い
く
に
は
、多
く
の
人
の
力

と
協
力
が
必
要
だ
。

使用済み切手の
切り方を統一します！

お寄せいただきましたものは、
次の団体で活用されます。

※収集品は、社会福祉協議会本所、支所へご持参いただくか、
　郵送してください。（郵送の場合、恐れ入りますが送料は
　ご負担いただきますようお願いします。）

使用済み切手・ハガキ・ベルマークなど
平成29年6月1日～平成29年8月31日受付分）
花井正博／友田／水谷八重／加藤隆康／恒川宗子／
そぶえ福祉園／市内設置回収箱／匿名8件
（敬称略・順不同）

 切手の周囲５ミリ
程度を残して、切っ
てください。
（送り先の団体が、
重さを量ります。）
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編
集
委
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の
声

盲導犬の育成に
使用されます。

被災地のベルマーク運動
参加学校に分配され、
物品購入に役立てられます。

会場清掃、運営補助のお手伝いをしてくだ
さるボランティアさんを募集しています。
詳細は、お気軽にお問い合わせください。

子どもたち（小・中学生）が取り組む福祉
活動をサポートする学生ボランティアを
募集しています。詳細は、お気軽にお問
い合わせください。
本紙、ボランティア・市民活動だより
「あい・あい」の取材スタッフを募集していま
す。活動内容は、取材、写真撮影、イラストな
ど。詳細は、お気軽にお問い合わせください。

◯良い例

5ミリ
程度

×悪い例

「子ども食堂」とは・・・
　「地域の子どもたちを社会全体で支え、見守り、ともに育てていく。」の観点から温かいごはんや栄養の確保、
孤食を防ぐ、親子の交流の場など様々な思いで各地に広がりつつあります。

いなざわ子ども食堂

4



　ボランティア活動中の事故を原因別で見て
みると、転倒（自転車転倒を含む）事故が７割
以上を占めています。転倒事故の危険性は、室
内・屋外問わず存在します。転倒につながる危
険性を取り除き、転倒事故を減らすことが大
切です。

　環境
●段差に注意する。
●照明を明るくする。
●コード類はできるだけ撤去する。
●床や階段に散らかっているものを片付ける。
●カーペットやマットなどは、取り除くかテー
　プや鋲でしっかりと固定する。

　身につけるもの
●滑りにくい自分に合った靴を着用する。
●視力に応じたメガネを着用する。
●歩行感覚を鈍くするスリッパは避ける。

　環境
●障害物（階段・段差・穴・傾斜、放置自転車・
　看板・電柱・ポール・街路樹）に注意する。
●濡れている路面や床に注意する。
●周りの人に注意する（接触、押される危険な
　ど）。

　身につけるもの
●リュックサック・ポシェットを使用する。
●履きなれた靴を着用する。

　平成7年度の社会福祉協議会主催の手話講座終了後に、
受講生から手話活動を続けたいとの要望から手話サークル
が設立され、今日の「くさのみ」となりました。
　地域での手話学習、小中学校での
福祉実践教室や杏和高校JRC部での
手話指導、また福祉まつりへの出展や
障がい者団体への協力など、幅広く活
動中です。
　今後も聴覚障がいへの理解促進や
仲間づくりを目標に継続して活動して
いきます。

活動
紹介

ボランティアグループ紹介
くさのみ

ボランティア活動時の

ボランティア団体自主企
画

子ども食堂開催

（作　松川）

4321

芸 術 の 秋　私たちは、高齢者の自宅や施設でお話し相手(聞き手)をしているボランティア団体です。私たちと一緒に傾聴
について学んでみませんか。初心者のかた、大歓迎です。ぜひご参加をお待ちしています。

　「心のバリアフリー」を目指して、“子ども食堂”を開催します。
　普段ゆっくりお子様と一緒に食事ができない家族などが集い、親
子の交流の場を提供します。ぜひ、お気軽にお越しください。

ボランティア団体自主企画

★「連載 ボランティア活動保険Q&A」、「ボランティア+1」はお休みします。

「傾聴ボランティア基礎講座」を開催します！
参加者
募集

傾聴ボランティアみみの葉
１０月１２日（木）、１０月１９日（木）、
１１月９日（木）
午後１時～午後４時
勤労福祉会館

主 催
日 時

会 場

先着 ２０名
２００円（資料代）
早川一枝氏、傾聴ボランティアみみの葉
TEL ０９０－６０７４－１３５６
　　　　　　　　　　　 (代表 浪上)

定　員
参加費
講　師
申込・問合先

36名
昼の部　第2・4水曜日 午後1時30分～午後3時
夜の部　第1・3・5土曜日 午後7時30分～午後9時

会 員 数
活動日時

手話やグループ活動に興味がある人は、ボランティアセンターまで

「ボランティア活動中の事故のうち７割以上が転倒事故」

転倒
60.3％

自転車転倒
9.8％

出典元：社会福祉法人 全国社会福祉協議会
 　　　 「あんぜん ハンドブック」

転落 9.1％

交通事故11.4％

その他 2.2％

衝突 7.2％

室内の転倒リスクを軽減 屋外の転倒リスクを軽減

福

防

事故防止

事故発生の
割合

（原因別）

日 時

場 所
内 容
定 員

12月27日（水） 
午前11時30分～午後1時30分
社会福祉会館 ３階
食事の提供
30名（事前申込優先・子どものみの参加可）

費　用
申込・問合先

主　催

中学生以下：無料　高校生以上：300円
青木 090-1720-1000(午後5時～午後9時)
mayumiaokipress@yahoo.co.jp
いなざわ子ども食堂

なみうえ

23



　ボランティア活動中の事故を原因別で見て
みると、転倒（自転車転倒を含む）事故が７割
以上を占めています。転倒事故の危険性は、室
内・屋外問わず存在します。転倒につながる危
険性を取り除き、転倒事故を減らすことが大
切です。

　環境
●段差に注意する。
●照明を明るくする。
●コード類はできるだけ撤去する。
●床や階段に散らかっているものを片付ける。
●カーペットやマットなどは、取り除くかテー
　プや鋲でしっかりと固定する。

　身につけるもの
●滑りにくい自分に合った靴を着用する。
●視力に応じたメガネを着用する。
●歩行感覚を鈍くするスリッパは避ける。

　環境
●障害物（階段・段差・穴・傾斜、放置自転車・
　看板・電柱・ポール・街路樹）に注意する。
●濡れている路面や床に注意する。
●周りの人に注意する（接触、押される危険な
　ど）。

　身につけるもの
●リュックサック・ポシェットを使用する。
●履きなれた靴を着用する。

　平成7年度の社会福祉協議会主催の手話講座終了後に、
受講生から手話活動を続けたいとの要望から手話サークル
が設立され、今日の「くさのみ」となりました。
　地域での手話学習、小中学校での
福祉実践教室や杏和高校JRC部での
手話指導、また福祉まつりへの出展や
障がい者団体への協力など、幅広く活
動中です。
　今後も聴覚障がいへの理解促進や
仲間づくりを目標に継続して活動して
いきます。

活動
紹介

ボランティアグループ紹介
くさのみ

ボランティア活動時の

ボランティア団体自主企
画

子ども食堂開催

（作　松川）

4321

芸 術 の 秋　私たちは、高齢者の自宅や施設でお話し相手(聞き手)をしているボランティア団体です。私たちと一緒に傾聴
について学んでみませんか。初心者のかた、大歓迎です。ぜひご参加をお待ちしています。

　「心のバリアフリー」を目指して、“子ども食堂”を開催します。
　普段ゆっくりお子様と一緒に食事ができない家族などが集い、親
子の交流の場を提供します。ぜひ、お気軽にお越しください。

ボランティア団体自主企画

★「連載 ボランティア活動保険Q&A」、「ボランティア+1」はお休みします。

「傾聴ボランティア基礎講座」を開催します！
参加者
募集

傾聴ボランティアみみの葉
１０月１２日（木）、１０月１９日（木）、
１１月９日（木）
午後１時～午後４時
勤労福祉会館

主 催
日 時

会 場

先着 ２０名
２００円（資料代）
早川一枝氏、傾聴ボランティアみみの葉
TEL ０９０－６０７４－１３５６
　　　　　　　　　　　 (代表 浪上)

定　員
参加費
講　師
申込・問合先

36名
昼の部　第2・4水曜日 午後1時30分～午後3時
夜の部　第1・3・5土曜日 午後7時30分～午後9時

会 員 数
活動日時

手話やグループ活動に興味がある人は、ボランティアセンターまで

「ボランティア活動中の事故のうち７割以上が転倒事故」

転倒
60.3％

自転車転倒
9.8％

出典元：社会福祉法人 全国社会福祉協議会
 　　　 「あんぜん ハンドブック」

転落 9.1％

交通事故11.4％

その他 2.2％

衝突 7.2％

室内の転倒リスクを軽減 屋外の転倒リスクを軽減

福

防

事故防止

事故発生の
割合

（原因別）

日 時

場 所
内 容
定 員

12月27日（水） 
午前11時30分～午後1時30分
社会福祉会館 ３階
食事の提供
30名（事前申込優先・子どものみの参加可）

費　用
申込・問合先

主　催

中学生以下：無料　高校生以上：300円
青木 090-1720-1000(午後5時～午後9時)
mayumiaokipress@yahoo.co.jp
いなざわ子ども食堂

なみうえ

23



福

あい・あい
稲沢市社協ボランティア・市民活動だより

［愛・会・合・相］

No.41
2017.10.1

ホームページで読める！［あい・あい］ 稲沢市社会福祉協議会 検 索http://www.inazawa-shakyo.or.jp

発行 ： 　 社会福祉法人 稲沢市社会福祉協議会ボランティアセンター
　　　〒492-8218 稲沢市西町三丁目10番24号 社会福祉会館内
　　　[ＴＥＬ]0587-23-6713　[ＦＡＸ]0587-33-4666　[Ｅ-Ｍａｉｌ]volo-info@inazawa-shakyo.or.jp

メール情報配信の登録を希望する場合は、件名を「ボラメール」とし、本文に「氏名」「住所」「電話番号」「年齢」
を入力し、 volo-info@inazawa-shakyo.or.jp までご送信ください。

この稲沢市社協ボランティア・市民活動だより「あい・あい」は、編集ボランティアと共に作成し、社協会員会費により発行しています。

ボラメール配信   ～ボランティアに関する情報が手軽に受け取れます！～
ボランティア活動に関する情報をメール配信しています。　

　8月2日社会福祉会館において、初の試みである“子
ども食堂”が開催された。その発起人である青木真由美
さんにお話を伺った。「うちは4人の子どもがいて、兄弟
がうまく遊びながら夏休みを過ごしているけれど、そう
ではないお子さんもたくさんいるのが現状です。まだ、
学童保育に通える子はいいけれど、行けない子であっ
たり、行きたくない子どもたちは独りぼっちで食事をし
ています。そんな様子を見ていて、なんとかしたいという

思いが今回の開催へと繋がりました。」青木さんは、今
後も開催を続けていけるよう、支援者へ協力を呼びかけ
ているとのこと。
　一方でいじめなど、子どもたちが相談もできず、一人
で抱え込んでいる深刻な問題もあり、今こそ、まさに地
域で支え合うような社会づくり、あらゆる行政機関など
との連携が求められている。
　　　　　　　　　  （撮影：千葉 格/取材：宮崎 弘美）

問合先募集人数等内　容　等場　　所日時・回数依頼者（依頼団体）

ボランティア募集 新たな出会いや体験が
あなたを待っているよ。

数名取材先・
自宅など適宜

高校生以上
数名

社会福祉会館
など

土曜日または
日曜日
（月1回）

稲沢市社会福祉協議会
ボランティアセンター

稲沢市社会福祉協議会
ボランティアセンター
0587－23－6713

高校生以上
多数

勤労福祉会館
豊田合成
アリーナ

10月28日（土）
9：15～16：30

福祉まつり
運営委員会

みんな、あつまれ～!!

県内社会福祉事業に
使用されます。

ご協力ありがとうございました

活用目的送付先収集品

中部善意
銀行

使用済み
切手

中部盲導犬
協会

書き損じ・
未使用葉書

ベルマーク
運動本部ベルマーク

　
こ
れ
が「
虫
送
り
」な
ん
だ
。

　
一
度
は
見
た
い
と
思
っ
て
い
た
祖
父

江
の
島
本
新
田
に
伝
わ
る「
虫
送
り
」

は
、愛
知
県
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
指

定
さ
れ
て
お
り
、毎
年
7
月
10
日
に

も
っ
と
も
近
い
土
曜
日
に
実
施
さ
れ

る
。

　
今
年
は
、7
月
8
日
に
あ
り
日
中
の

暑
い
中
、準
備
作
業
と
し
て
、実
盛（
さ

ね
も
り
）人
形
や
馬
、そ
し
て
松
明（
た

い
ま
つ
）づ
く
り
を
、祖
父
江
中
学
校

の
生
徒
や
牧
川
小
学
校
の
5
・
6
年
生

が
体
験
学
習
の
一
環
と
し
て
、地
元
の

わ
ら
を
使
っ
て
地
域
の
人
と
と
も
に

仕
上
げ
て
い
っ
た
。

　
そ
し
て
あ
た
り
が
だ
ん
だ
ん
と
夕

暮
れ
に
な
る
頃
、『
祖
父
江
』の
高
張

提
灯（
た
か
は
り
ち
ょ
う
ち
ん
）を
先

頭
に
馬
に
乗
っ
た
実
盛
人
形
が
続
き

「
虫
送
り
」が
始
ま
る
。大
人
・
子
ど
も

用
の
松
明
は
30
本
近
く
あ
り
、3
人
1

組
で
松
明
を
持
つ
。松
明
に
め
い
め
い

が
種
火
で
点
火
し
、順
次
行
進
す
る
。

暗
闇
の
農
道
を
太
鼓
や
半
鐘
の
音
が

響
き
渡
り
、点
々
と
連
な
り
赤
々
と
松

明
が
燃
え
さ
か
る
光
景
は
、か
つ
て
の

農
村
行
事
を
味
わ
っ
て
い
る
よ
う
な

タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
感
覚
だ
。燃
え

さ
か
る
松
明
を
上
下
に
あ
お
っ
た
り
、

炎
の
勢
い
を
鎮
め
た
り
し
て
、農
道
を

行
進
し
て
虫
を
追
い
払
う
。

　
行
列
は
最
後
に
燃
え
残
っ
た
松
明

を
集
め
、煌
々
と
燃
え
る
炎
の
中
に
実

盛
人
形
を
投
げ
入
れ
て
幕
を
閉
じ
た
。

　
地
域
の
小
学
生
や
中
学
生
が
大
人

に
交
じ
っ
て
行
事
を
担
っ
て
い
る
。子

ど
も
た
ち
が
松
明
を
持
て
ば
、そ
の
周

り
で
大
人
た
ち
が
声
を
か
け
、一
緒
に

歩
く
。地
域
に
根
ざ
し
た
伝
統
行
事
を

継
続
し
て
い
く
に
は
、多
く
の
人
の
力

と
協
力
が
必
要
だ
。

使用済み切手の
切り方を統一します！

お寄せいただきましたものは、
次の団体で活用されます。

※収集品は、社会福祉協議会本所、支所へご持参いただくか、
　郵送してください。（郵送の場合、恐れ入りますが送料は
　ご負担いただきますようお願いします。）

使用済み切手・ハガキ・ベルマークなど
平成29年6月1日～平成29年8月31日受付分）
花井正博／友田／水谷八重／加藤隆康／恒川宗子／
そぶえ福祉園／市内設置回収箱／匿名8件
（敬称略・順不同）

 切手の周囲５ミリ
程度を残して、切っ
てください。
（送り先の団体が、
重さを量ります。）

塚
本 

浩
美

今
に
伝
わ
る

「
祖
父
江
の
虫
送
り
」

編
集
委
員
の
声

盲導犬の育成に
使用されます。

被災地のベルマーク運動
参加学校に分配され、
物品購入に役立てられます。

会場清掃、運営補助のお手伝いをしてくだ
さるボランティアさんを募集しています。
詳細は、お気軽にお問い合わせください。

子どもたち（小・中学生）が取り組む福祉
活動をサポートする学生ボランティアを
募集しています。詳細は、お気軽にお問
い合わせください。
本紙、ボランティア・市民活動だより
「あい・あい」の取材スタッフを募集していま
す。活動内容は、取材、写真撮影、イラストな
ど。詳細は、お気軽にお問い合わせください。

◯良い例

5ミリ
程度

×悪い例

「子ども食堂」とは・・・
　「地域の子どもたちを社会全体で支え、見守り、ともに育てていく。」の観点から温かいごはんや栄養の確保、
孤食を防ぐ、親子の交流の場など様々な思いで各地に広がりつつあります。

いなざわ子ども食堂
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